[bookmark: _Hlk144931831]【教員用】学習指導案 
進路学習「自分の興味・関心を広げよう」

[bookmark: _Hlk144457827]■ 目標
・自分の興味・関心を洗い出すことができる
・興味・関心と関連する学問がわかり、進路を考えることができる

■ 所要時間　　約50分

■ 事前準備
ファイル「進路学習_自分の興味・関心を広げよう」
※対象授業の「今日の学習のワークシート」からダウンロードできます。必要に応じて、授業の前に先生から生徒に配付しておいてください

■ 学習過程
	流れ
	分
	学習内容・学習活動
	予想される生徒の反応
	教師の支援

	導
入
	5
	【全体】今日の授業内容について動画を見る
	
	

	展
開
	8
	STEP 1
【個人】先輩の体験談を1つ選んで視聴し、進路選択に向けての興味・関心の流れをイメージする
※先輩動画は１人あたり約5～7分。インターネット回線等の問題で、生徒個々が見たい動画を視聴させるのが難しい場合は、教員がいずれか１つの動画を選び、モニターやスクリーンに投影し全員で視聴する。
	
・「自分の興味・関心への気づき方」「自分の興味・関心の進路選択へのつなげ方」には様々なものがあることを知る
	
・日常の小さな興味・関心の変化に向き合うことが大事であることを伝える
・インターネット回線等の問題で、生徒個人に好きな動画をそれぞれ視聴させるのが難しい場合は、クラス全体で教員が選んだいずれか１つの動画をモニターやスクリーンに投影し全員で視聴する。

	
	12
	STEP 2
【ペア】例を参考に、90秒で自分のこれまでの歴史(自分史)について、ペアの人に伝える






【個人】これまでの自分を振り返り、どんなときに楽しいと感じたのか、なぜそう思ったのかなどをワークシートに書き、進路選択につながりそうなキーワードを抽出する(ワーク1・2)
	
・なかなか思い出せない








・なかなか枠が埋められない
	
・思い出したくないことを無理に話す必要はないことを伝える。マイナスな感情を持った部分ではなく明るい気持ちになった部分を中心に話をするように伝えるのもよい。また、聞き手側も、話し手の自分史について決して否定せず肯定的に捉えるよう伝える
・思いつくものがなければ空欄でよいことを伝える






	
	8
	STEP 3　★(今日の山場)
【個人】興味・関心チェックリストの中で、自分が興味があるものにチェックをする(ワーク3)
【個人】グループごとにチェックの合計数を計算し、今の自分にとって興味・関心があるグループを知る(ワーク4)
【個人】ワーク4で合計数が最も多かったグループには、どんな「社会とのかかわり方の切り口」があるのか確認し、気になったものにチェックをする(ワーク5)




【ペア】ワーク3・4・5の内容を共有する
	







・早く終わって時間を持て余してしまう








・ペアの人の発表を聞いて、自分とは異なる視点や考え方があることを知る
	







・ワーク3・4・5の内容を、あとでペアで発表してもらうことを伝え、その準備をしておくように指示する
（＋α）
・合計数が2番目、3番目に多かったグループについても同様に、どんな「社会とのかかわり方の切り口」があるのかを確認させる

	
	7
	STEP 4
【個人】ワーク5でチェックした「社会とのかかわり方の切り口」それぞれとかかわる学問の内容を確認し、気になった学問とその理由を書く(ワーク6)
【ペア】ワーク6の内容を共有する
	
・自分がこれまで考えたことのない、意外な学問にたどり着いた生徒が出てくる




	
・これが絶対というものではなく、あくまでも今回のチェックリストから見た可能性の1つだとして受け止めるよう伝える

	ま
と
め
	5
	【個人】学習の目標を再確認し、振り返りを入力する。入力された内容が授業画面トップページのカードに反映されていることを確認する
	
	



